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Vol .  46連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。
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年頭挨拶　　            
　　―地域住民のために急性期医療と各科の専門性を活かした高度医療を目指す―　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　柚木 茂                                      　　　　　　

The Eirai Papers Award 2020 表彰

　2022 年（令和 4 年）謹んで新年
のお慶びを申し上げます。
　松山市民病院と連携、交流をい
ただいている医療機関・施設並び
に、地域住民の皆様には日頃よりご
支援とご指導をいただき心より感謝
いたします。
　昨年は新型コロナウイルス感染症
が蔓延する中、東京オリンピック・
パラリンピックが開催されました。
その様子はテレビやその他のメディ
アで放送され、選手の活躍に感動と
勇気をもらいました。その後ワクチ
ン接種が進み、少しずつ状況が改
善しています。しかし新型コロナウ
イルスも変異を続け、完全に克服す
るまでにはいたっていません。治療
薬の効果も報告されていますが、今
年も新型コロナ感染症と共存する制
約された生活が続きそうです。
　当院は昨年「地域に根ざした医
療　－新しい時代の病院へ－」を
スローガンに掲げ、様々な事に取り
組んでまいりました。病棟再編を行

い、感染対策を徹底し、院内感染
症を起こすことなく、救急輪番病院
の責務を果たすことができました。
新型コロナワクチン接種では市民病
院での個別接種と、各地で実施され
た集団接種に積極的に協力し、新
型コロナ感染症の減少に貢献でき
たと考えています。
　また、この新年号にて、広報誌「え
いらい」が記念すべき 50 号を迎え
ることができました。これもひとえ
に、皆様のお力添えのおかげと、深
く感謝しております。
　今年は病院設立から 66 年目にな
ります。66 年目の病院運営として、
これからの 3 年間が大事な時期と考
え、中期目標を「地域住民のため
に急性期医療と各科の専門性を活
かした高度医療を目指す」と定めま
した。この中期目標は市民病院が地
域住民の皆様一人一人に寄り添い、
患者さんを支えつつ、診療科ごとの
特性を活かし、医療の変化に対応し、
高度な医療を地域の皆様に提供す

ることを目指していくという意味で
す。
　2022 年の干支は壬寅（みずのえ
とら）です。逆境にもめげず、力強
さと成長がダイナミズムと熱意で引
き出される時期といわれています。
また過去にとらわれず、社会に対し
て必要とされる人物が伸びていく年
になるとも言われています。
　デジタル庁が発足し、マイナンバー
カードと健康保険証の統合が進んで
います。デジタル革命が進み、脱炭
素を目指す新しい時代の息吹が感じ
られる新年となりました。　
　松山市民病院は地域住民の皆様
に支持されながら、新しい治療法、
技術、医療機器を導入し、地域の安
全・安心のために、これからも努力
していきたいと考えています。
　新年が皆様にとって、躍進の年と
なることを祈念しまして、年頭の挨
拶とさせていただきます。今後とも
皆様のご指導、ご鞭撻をよろしくお
願い申し上げます。
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令和 
発行元

所  在  地 ： 松山市西長戸町275-1
電話番号 ： 089-926-7700
開  院  日 ： 平成2年4月1日
診  療  科 ： 整形外科
休  診  日 ： 水・土曜午後、日曜・祝日

　当院は1990年開院、2016年より私が引継ぎ、地域のか
かりつけ医として診療させていただいています。
　超高齢化社会を迎えつつある現在、地域の医院だけで
は対応できない場合もあり、病院の機能分化が求められ
てきています。的確な診断を行い、投薬や処置（注射・物

療など）が必要な方は当
院で治療を行い、手術や
専門的な治療が必要な方
は急性期を担う病院へ紹
介させていただきます。ま
たその後の治療や、新た
な病気・ケガの予防が必
要な方は当院でみさせて

いただくといった、地域連携が重要だと考えています。
　その中で松山市民病院は、急なお願いでも快く対応し
てくださるため、大変ありがたいです。当院では診療・治
療はもちろん、病気・ケガの予防を進めることで、地域の
医院としての使命を果
たしていきたいと考え
ています。
　全ての方に良質な
医療が提供できるよ
う、誠実な心ある診療
を行っていきますの
で、どうぞよろしくお願
いいたします。

山岡整形外科
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松山市 久枝支所

医療安全標語  院長賞
　「医療安全推進週間」（11月25日を含む1週間）の活動と

して、医療安全に関する標語
を職員から募集しました。
　今年度は353作品の応募
があり、そのうちの3作品を
院内で厳選し「院長賞」とし
て表彰しました。

◎確認は自分と仲間と患者を守るため　焦らず　急がず
　確実に
　（6N東　東昌己）
◎焦るときこそ　ひと呼吸　ルールと基本を大切に
　（手術センター　早田夢彩）
◎聞きやすい　言いやすい　そんな職場の事故は減る
　（看護部　山口育子）

　The Eirai Papers Award は、職員の著
書、論文、それに準じたものを院内で顕彰
し、表彰するものとして始まりました。
　今回は、2020年に発表した論文などを
審査（一次選考：図書委員会、二次選考：理
事会）、表彰しました。

急性膿胸に対する胸腔鏡下手術
（全麻VATSと局麻VATS）
～110症例の検討～

藤岡真治
（呼吸器外科）

日本呼吸器外科
学会雑誌
2020年34巻2号
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飛田陽
（病理診断科）

Automated assessment of Ki-67 in 
breast cancer: the utility of digital 
image analysis using virtual triple 
staining and whole slide imaging

Histopathology
2020年
Vol.77No.3

入院患者における転倒・転落予防
対策の実際

地域連携入退院
と在宅支援
2020年13巻4号

平井覚、藤原亜紀、青木
英次、小田真司、矢野香
穂里、山之内翔子、富田
純右（リハビリテーショ
ン室、地域医療連携室、
薬剤部、栄養管理室）

入院患者における日中および夜間の
転倒リスク因子解析

小田真司
（薬剤部）

Progress in 
Medicine
2020年40巻12号

高齢者に発症したランゲルハンス
細胞組織球症の1例

岡崎恭介
（病理検査室）

愛媛県臨床検査
技師会誌
2020年39巻

受  賞  者 論  題 掲  載  誌


